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沖縄県公立学校教員等育成指標 

 

 

１ はじめに 

次代を担う子供たちの育成において、学校教育の果たすべき役割は大きなものがある。今日、

我が国の学校では複雑化・多様化した課題の解決が求められており、さらに、変化が激しい時代

の中で新しい時代の教育への対応も求められている。これらの課題に対応できる学校教育を実

現するためには、学習環境の整備や学校と地域・保護者との連携など、様々な方策が必要であ

るが、「教育は人なり」と言われるように、教育の直接の担い手である教員の資質能力の向上を

図ることは極めて重要である。 

 

このような状況を踏まえ、教員の資質能力の向上を図るため、平成２８年１１月に教育公務員

特例法の一部が改正され、公立学校の校長及び教員の任命権者に対し、校長及び教員として

の資質能力の向上に関する指標の策定が義務づけられた。 

 

本県においても、学力向上の取組、いじめ・不登校などの生徒指導上の課題やキャリア教育・

進路指導への対応等の従来から指摘されている課題に加え、新しい時代に必要な資質能力の

育成、そのためのアクティブ・ラーニングの視点からの授業改善や道徳教育の充実、小学校にお

ける外国語教育の早期化･教科化、ＩＣＴの利活用、インクルーシブ教育システムの構築の理念

を踏まえた発達障害を含む特別な支援を必要とする児童生徒等への対応など、新たな教育課

題も枚挙にいとまがなく、学校は複雑化･多様化する課題に直面している。 

 

これらの課題に対し、一人の教員が高度な専門性を持って、全ての課題に対応することは現

実的に困難であり、学校の教職員がチームとして職務を担うことにより、学校の教育力・組織力

を向上させることが重要である。そして、その中心的役割を担う教員一人一人が資質能力の向

上を図り、チーム学校の一員として自らの強み、特性、キャリアステージ等に応じて活躍し、互い

に連携・協働することが必要である。確かな知識・技能と幅広い視野を持つ経験豊かな教員と

新たな時代に対応する感性や柔軟性を備えた若手教員、そしてその両者を結び付け、教育活

動を力強く推進するミドルリーダーとしての中堅教員とが互いに学び合い、連携・協働することが

求められている。 

 

このような状況のもと、教員一人一人が学校の抱える多様な課題に対応し、新たな学びを展

開できる実践的な指導力を身に付けるためには、教員自らが、子供たちの道しるべとなるべく、

探究力を持ち、学び続ける存在でなければならない。まさに「学び続ける教員像」の確立が今求

められている。 
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２ 指標策定の趣旨 

教員一人一人の高度専門職業人としての資質能力は決して固定的なものではなく、変化し、

成長が可能なものであり、個々の教員の経験、専門分野、能力・適性、興味・関心等に応じ、教

職生涯にわたりその向上が図られる必要がある。 

 

これまでも、学校現場では、教員一人一人が目の前の子供たちと向き合いながら、自己研鑽

に取り組んできた。教員の資質能力の向上は教員自身の責務でもあるが、「学び続ける教員像」

を確立するためには、教員自身だけでなく、教育委員会や学校関係者等も連携・協働して、教

員のキャリアステージに応じた資質能力の向上に向けた主体的な学びを支えていくことが必要で

ある。 

 

沖縄県教育委員会では、現職教員等や教員を志す学生にとって、高度専門職業人として教

職キャリア全体を俯瞰しつつ、現在自らが位置する段階において身に付けるべき資質能力の具

体的な目標となり、かつ、教員一人一人がそれぞれの状況に応じて更なる向上を目指し、効果

的・継続的で主体的な学びに結びつけることが可能となるよう、「沖縄県公立学校教員等育成

指標」を示すこととした。 

 

また、高度専門職業人としての教員のキャリアステージに応じて求められる資質能力を改めて

示すことにより、教員自身だけでなく教員の養成や研修に関わる関係者等と認識を共有すること

で、大学等における教員養成や各学校における校内研修、県立総合教育センターや各地域の

教育研究所等で実施される校外研修等の充実を図るものである。 

 

 

３ 教員のキャリアステージ 

教員のキャリアパスは、個々の教員の経験や特性、赴任校の実態等の様々な要因から影響

を受ける多様なものであり、画一的に示されるものではない。しかし、教職の経験年数に応じて求

められる資質能力については、概ね共通する側面もあり、この指標では標準的なものとして、教

員のキャリアステージを以下の５段階に分けて示すこととした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全校的な視点から 

学校を支える！ 

指導ステージ 
（１８年目以降） 

学校に活力を与える！ 

採用ステージ 
（１年目） 

担当校務をしっかり担う！

基礎ステージ 
（２～４年目） 

教育活動を推進する！ 

充実ステージ 
（５～９年目） 

中心的な役割を果たす！

発展ステージ 
（１０～１７年目） 
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この設定により、個々の教員が、自らがどのステージにあり、これから目指すべきステージを確

認することで、教職キャリア全体を俯瞰しつつ、自らの経験や適性等に応じてより高度な段階を

目指す手掛かりとすることができる。 

 

 

４ 沖縄県公立学校教員に求める四つの力 

学校教育を担う教員には、児童生徒等一人一人を適切に指導・支援するための知識・技能

やその基盤となる人間性だけでなく、保護者や地域・関係機関と連携する力、学習指導に関す

る知識・技能、教科に関する専門性、学校安全や防災の知識、社会情勢や地域の実情に関す

る知識・理解等の多くの資質能力が求められる。個々の教員が持つ様々な資質能力が発揮さ

れ、統合されて教育活動は展開されている。このように、教員に求められる資質能力には様々

なものがあるが、この指標では、沖縄県公立学校の教員に求める資質能力を、学校教育を推進

していく上で柱となる次の四つの力に整理して示すこととした。 

 

 

□ 教職を支える力 ： 児童生徒等の成長に極めて大きな影響を与える教員として、職務を     

担う上で前提となる資質能力 

 

 

□ 生 徒 指 導 力 ： 児童生徒等の社会的資質や自己指導能力の育成を目指して行わ 

れる生徒指導の実践に関する資質能力 

 

□ 授 業 実 践 力 ： 児童生徒等の確かな学力の育成を目指して行われる学習指導にお 

いて中心となる授業実践に関する資質能力 

※ 養護教諭及び栄養教諭については、その職の専門性に関する力と

してそれぞれ 学校保健実践力、 食育推進力 とした。 

 

□ 学 校 運 営 力 ： 全職員の連携・協働体制のもとで運営される学校において、個々の 

教員が分担して担う校務を遂行するために必要な資質能力 

 

 

ここに示した力は、全ての教員が備えるべき共通の資質能力である。学校教育の充実に向け

て、これらの資質能力を確保するとともに、積極的に各人の経験や特性等に応じて、得意分野

づくりや個性の伸長を図ることが重要である。 
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か
し
た
教
育
活
動

を
実
践
･推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
自
ら
の
経
験
や
強
み
等
を
生
か
し
て
、
学

校
全
体
の
状
況
や
地
域
の
実
態
等
を
踏
ま

え
た
教
育
活
動
を
効
果
的
に
推
進
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

○
豊
か
な
知
識
・
技
能
や
経
験
等
を
生
か
し

て
、
全
校
的
な
視
点
か
ら
、
教
育
活
動
を
よ
り

効
果
的
・
効
率
的
に
推
進
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

○
沖
縄
県
の
教
員
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、

チ
ー
ム
と
し
て
の
学
校
の
一
員
と
し
て
、
他
の

教
職
員
に
積
極
的
に
指
導
・
助
言
を
求
め
な

が
ら
、
連
携
・
協
働
体
制
の
も
と
で
、
担
当
す

る
校
務
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。

○
チ
ー
ム
と
し
て
の
学
校
の
一
員
と
し
て
、
他

の
教
職
員
と
連
携
・
協
働
し
な
が
ら
、
担
当
す

る
校
務
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
。

○
経
験
の
浅
い
教
職
員
に
積
極
的
に
関
わ

る
等
、
同
僚
性
の
向
上
や
連
携
・
協
働
の
充

実
を
図
り
、
連
携
・
協
働
体
制
の
構
築
を
推

進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
学
年
や
分
掌
等
の
連
携
・
協
働
体
制
に

お
い
て
、
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
、
他
の
教

職
員
に
指
導
・
助
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
全
校
的
な
視
点
か
ら
、
チ
ー
ム
と
し
て
の
学

校
の
連
携
・
協
働
体
制
を
支
え
、
他
の
教
職

員
を
適
切
に
支
援
・
育
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ス テ ー ジ 像

沖
縄
県
公
立
学
校
教
員
等
育
成
指
標

教 職 を 支 え る 力

倫
理
観
・
使
命
感
・
責
任
感

○
教
育
公
務
員
と
し
て
、
子
供
た
ち
の
成
長
を
担
う
尊
い
使
命
を
県
民
か
ら
託
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
、
よ
り
高
い
倫
理
観
と
強
い
使

命
感
、
責
任
感
を
持
っ
て
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

教
育
的
愛
情
・
人
権
意
識

○
先
生
と
し
て
、
日
々
、
子
供
た
ち
と
向
き
合
い
、
そ
の
成
長
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
存
在
と
し
て
、
真
の
教
育
的
愛
情
及
び
高
い
人

権
意
識
を
持
っ
て
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
。

豊
か
な
人
間
性
・
学
び
続
け
る
力

○
教
師
と
し
て
、
今
を
生
き
、
未
来
を
拓
く子

供
た
ち
を
導
くた
め
に
、
自
ら
の
感
性
を
高
め
、
豊
か
な
人
間
性
を
養
い
、
高
度
専
門
職
業

人
と
し
て
、
学
び
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
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学
校
に
活
力
を
与
え
る
！

採
用
ス
テ
ー
ジ

(
１
年
目
)

担
当
校
務
を
し
っ
か
り
担
う
！

基
礎
ス
テ
ー
ジ

（
２
～
４
年
目
）

教
育
活
動
を
推
進
す
る
！

充
実
ス
テ
ー
ジ

（
５
～
９
年
目
）

中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
！

発
展
ス
テ
ー
ジ

（
1
0
～
1
7
年
目
）

全
校
的
な
視
点
か
ら
学
校
を
支
え
る
！

指
導
ス
テ
ー
ジ

（
1
8
年
目
以
降
）

○
児
童
生
徒
理
解
の
意
義
を
理
解
し
、
資

料
・
情
報
収
集
の
方
法
や
人
格
・
心
理
の
発

達
特
性
等
の
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技

能
等
を
身
に
付
け
て
い
る
。

○
共
感
的
・
受
容
的
態
度
で
児
童
生
徒
等

と
向
き
合
い
、
適
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
り
信
頼
関
係
を
築
くこ
と
が
で
き
る
。

○
必
要
な
資
料
・
情
報
を
収
集
し
、
個
々
の

児
童
生
徒
等
及
び
児
童
生
徒
集
団
の
実
態

把
握
に
努
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
適
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
丁
寧
な
観

察
、
保
護
者
と
の
連
携
、
調
査
等
を
活
用
し

て
、
資
料
・
情
報
を
適
切
に
収
集
し
、
他
の
教

職
員
と
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
収
集
し
た
資
料
・
情
報
を
知
識
や
理
論
等

に
照
ら
し
て
分
析
し
、
個
々
の
児
童
生
徒
等

及
び
学
級
等
の
児
童
生
徒
集
団
の
実
態
を

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
児
童
生
徒
理
解
に
関
す
る
知
識
・
技
能

等
を
充
実
さ
せ
、
創
意
工
夫
を
生
か
し
て
、

個
々
の
児
童
生
徒
等
だ
け
で
な
く学

年
等
の

児
童
生
徒
集
団
に
つ
い
て
も
適
切
に
実
態
を

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
自
ら
の
経
験
や
強
み
等
を
生
か
し
て
、
学

校
全
体
の
状
況
や
地
域
の
実
態
等
を
踏
ま

え
た
児
童
生
徒
理
解
の
組
織
的
・
計
画
的
な

取
組
を
効
果
的
に
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
豊
か
な
知
識
・
技
能
や
経
験
等
を
生
か
し

て
、
全
校
的
な
視
点
か
ら
、
児
童
生
徒
理
解

の
取
組
を
よ
り
効
果
的
・
効
率
的
に
推
進
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

○
各
教
科
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間
、
特

別
活
動
等
の
各
時
間
に
お
け
る
生
徒
指
導
、

進
路
指
導
及
び
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
意
義
を
理

解
し
て
い
る
。

○
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
機
能
の
充
実
を
図
る
取
組

や
教
育
相
談
等
を
計
画
的
に
実
施
し
、
児
童

生
徒
等
の
実
態
等
を
踏
ま
え
た
学
級
経
営

等
を
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
他
の
教
職
員
に
積
極
的
に
指
導
・
助
言
を

求
め
な
が
ら
、
連
携
・
協
働
体
制
の
も
と
で
、

問
題
行
動
の
未
然
防
止
及
び
早
期
発
見
、

早
期
対
応
に
努
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
各
教
科
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間
、
特

別
活
動
等
の
各
時
間
の
特
色
を
生
か
し
た
生

徒
指
導
、
進
路
指
導
及
び
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

取
組
を
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
機
能
の
充
実
を
図
る
取
組

や
教
育
相
談
等
を
適
切
に
実
施
し
、
児
童
生

徒
等
の
実
態
等
に
応
じ
た
生
徒
指
導
を
実

践
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
生
徒
指
導
上
の
課
題
等
に
つ
い
て
、
学

校
内
外
の
関
係
者
と
連
携
・
協
働
し
、
組
織

的
な
解
決
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
生
徒
指
導
、
進
路
指
導
及
び
キ
ャ
リ
ア
教

育
に
関
す
る
知
識
・
技
能
等
を
充
実
さ
せ
、
創

意
工
夫
を
生
か
し
た
取
組
を
実
践
･推
進
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

○
個
々
の
児
童
生
徒
等
だ
け
で
な
く学

年
等

の
児
童
生
徒
集
団
に
対
す
る
指
導
に
も
積
極

的
に
関
わ
り
、
組
織
的
・
計
画
的
な
指
導
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
経
験
の
浅
い
教
職
員
に
積
極
的
に
関
わ

る
等
、
生
徒
指
導
の
連
携
・
協
働
体
制
の
構

築
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
自
ら
の
経
験
や
強
み
等
を
生
か
し
て
、
学

校
全
体
の
状
況
や
地
域
の
実
態
等
を
踏
ま

え
た
生
徒
指
導
、
進
路
指
導
及
び
キ
ャ
リ
ア

教
育
の
組
織
的
・
計
画
的
な
取
組
を
効
果

的
に
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
学
年
や
分
掌
等
に
お
け
る
生
徒
指
導
の

連
携
・
協
働
体
制
に
お
い
て
、
中
心
的
な
役

割
を
果
た
し
、
他
の
教
職
員
に
指
導
・
助
言
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
豊
か
な
知
識
・
技
能
や
経
験
等
を
生
か
し

て
、
全
校
的
な
視
点
か
ら
、
生
徒
指
導
、
進

路
指
導
及
び
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
取
組
を
よ
り

効
果
的
・
効
率
的
に
推
進
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
○
生
徒
指
導
の
連
携
・
協
働
体
制
を
支
え
、

他
の
教
職
員
に
適
切
な
指
導
・
助
言
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

児
童
生
徒
理
解

個
別
指
導
・
集
団
指
導

生 徒 指 導 力
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学
校
に
活
力
を
与
え
る
！

採
用
ス
テ
ー
ジ

(
１
年
目
)

担
当
校
務
を
し
っ
か
り
担
う
！

基
礎
ス
テ
ー
ジ

（
２
～
４
年
目
）

教
育
活
動
を
推
進
す
る
！

充
実
ス
テ
ー
ジ

（
５
～
９
年
目
）

中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
！

発
展
ス
テ
ー
ジ

（
1
0
～
1
7
年
目
）

全
校
的
な
視
点
か
ら
学
校
を
支
え
る
！

指
導
ス
テ
ー
ジ

（
1
8
年
目
以
降
）

○
学
習
指
導
要
領
を
踏
ま
え
た
指
導
計
画
を

立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
教
材
研
究
の
意
義
を
理
解
し
、
丁
寧
な
教

材
研
究
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

○
教
材
の
提
示
方
法
や
指
導
形
態
、
評
価

規
準
の
設
定
等
の
学
習
指
導
に
関
す
る
基

礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
等
を
生
か
し

て
、
児
童
生
徒
等
の
実
態
等
を
踏
ま
え
た
指

導
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
学
習
指
導
要
領
や
沖
縄
県
の
め
ざ
す
授

業
像
を
自
ら
の
指
導
実
践
と
関
連
付
け
た
指

導
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
教
材
研
究
を
丁
寧
に
行
い
、
学
習
指
導

に
関
す
る
知
識
・
技
能
等
を
生
か
し
て
、
児
童

生
徒
等
の
実
態
等
に
応
じ
た
指
導
計
画
を

立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
教
材
研
究
を
充
実
さ
せ
、
創
意
工
夫
を
生

か
し
て
、
個
に
応
じ
た
指
導
の
充
実
を
図
る
適

切
な
指
導
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
経
験
の
浅
い
教
員
に
積
極
的
に
関
わ
る

等
、
他
の
教
員
と
連
携
・
協
働
し
て
、
系
統

的
・
体
系
的
な
指
導
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
で

き
る
。

○
こ
れ
ま
で
の
教
材
研
究
や
授
業
研
究
の

成
果
等
を
生
か
し
て
、
個
に
応
じ
た
指
導
の
充

実
を
図
り
、
学
校
全
体
の
状
況
や
地
域
の
実

態
等
を
踏
ま
え
た
効
果
的
な
指
導
計
画
を
立

て
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
教
科
や
学
年
等
に
お
け
る
指
導
計
画
の

作
成
に
お
い
て
、
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
、

他
の
教
員
に
指
導
・
助
言
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

○
豊
か
な
教
材
観
や
経
験
等
を
生
か
し
て
、

全
校
的
な
視
点
か
ら
、
よ
り
効
果
的
・
効
率

的
な
指
導
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
指
導
計
画
の
作
成
に
お
い
て
、
校
内
の
連

携
・
協
働
体
制
を
支
え
、
他
の
教
員
に
適
切

な
指
導
・
助
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
板
書
や
発
声
の
仕
方
、
机
間
指
導
、
ＩＣ

Ｔ
の
活
用
等
の
授
業
実
践
に
関
す
る
基
礎

的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
等
を
生
か
し
て
、

指
導
計
画
を
踏
ま
え
た
授
業
を
展
開
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

○
学
習
規
律
及
び
支
持
的
風
土
の
確
立
、

学
習
環
境
の
整
備
の
重
要
性
を
理
解
し
、
そ

の
実
現
に
努
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
発
問
の
仕
方
や
ＩＣ
Ｔ
の
活
用
、
学
習
形

態
の
工
夫
等
の
授
業
実
践
に
関
す
る
知
識
・

技
能
等
を
生
か
し
て
、
児
童
生
徒
等
の
実
態

等
に
応
じ
た
授
業
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
学
習
規
律
及
び
支
持
的
風
土
を
確
立

し
、
適
切
な
学
習
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

○
新
た
な
教
材
や
教
具
及
び
ＩＣ
Ｔ
の
活
用

等
の
授
業
実
践
に
関
す
る
知
識
・
技
能
等
を

充
実
さ
せ
、
創
意
工
夫
を
生
か
し
て
、
個
に
応

じ
た
指
導
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
こ
れ
ま
で
の
授
業
実
践
の
成
果
や
自
ら
の

強
み
、
ＩＣ
Ｔ
の
活
用
等
を
生
か
し
て
、
個
に

応
じ
た
指
導
の
充
実
を
図
り
、
効
果
的
な
授

業
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
豊
か
な
知
識
・
技
能
や
経
験
、
ＩＣ
Ｔ
の
活

用
等
を
生
か
し
て
、
児
童
生
徒
等
一
人
一
人

の
よ
さ
や
可
能
性
を
伸
ば
し
、
個
性
を
生
か
す

模
範
的
な
授
業
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
学
習
評
価
の
意
義
を
理
解
し
、
評
価
規

準
や
評
価
方
法
、
目
標
に
準
拠
し
た
評
価

等
の
学
習
評
価
に
関
す
る
基
礎
的
・
基
本
的

な
知
識
・
技
能
等
を
身
に
つ
け
て
い
る
。

○
他
の
教
員
に
積
極
的
に
指
導
・
助
言
を
求

め
な
が
ら
、
連
携
・
協
働
体
制
の
も
と
で
、
児

童
生
徒
等
の
実
態
等
を
踏
ま
え
た
適
切
な
学

習
評
価
の
実
施
に
努
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
評
価
規
準
や
評
価
方
法
、
評
価
時
期
等

を
児
童
生
徒
等
の
実
態
等
に
応
じ
て
設
定

し
、
適
切
な
学
習
評
価
を
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

○
他
の
教
員
と
連
携
・
協
働
し
て
、
組
織
的
・

計
画
的
な
学
習
評
価
を
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

○
学
習
評
価
に
関
す
る
知
識
・
技
能
等
を
充

実
さ
せ
、
創
意
工
夫
を
生
か
し
て
、
学
習
評

価
の
妥
当
性
や
信
頼
性
等
の
向
上
を
図
る

取
組
を
実
践
・
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
知
識
・
技
能
等
を
生

か
し
て
、
学
校
全
体
の
状
況
や
地
域
の
実
態

等
を
踏
ま
え
た
効
果
的
な
学
習
評
価
の
実
施

を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
豊
か
な
知
識
・
技
能
や
経
験
等
を
生
か
し

て
、
全
校
的
な
視
点
か
ら
、
よ
り
効
果
的
・
効

率
的
な
学
習
評
価
の
実
施
を
推
進
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

○
学
習
指
導
と
学
習
評
価
の
一
体
化
の
意

義
を
理
解
し
て
い
る
。

○
他
の
教
員
に
積
極
的
に
指
導
・
助
言
を
求

め
な
が
ら
、
連
携
・
協
働
体
制
の
も
と
で
、

日
々
の
授
業
研
究
・
改
善
に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
る
。

○
学
習
指
導
と
学
習
評
価
の
一
体
化
を
図

り
、
日
々
の
授
業
研
究
・
改
善
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
。

○
自
ら
の
授
業
を
公
開
し
た
り
、
他
の
教
員
の

授
業
を
参
観
す
る
等
、
他
の
教
員
と
連
携
・

協
働
し
て
、
授
業
研
究
・
改
善
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
。

○
研
究
授
業
の
実
施
や
研
修
会
の
参
加
等

の
授
業
研
究
・
改
善
の
取
組
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
。

○
経
験
の
浅
い
教
員
に
積
極
的
に
関
わ
る

等
、
他
の
教
員
と
連
携
・
協
働
し
て
、
授
業

研
究
・
改
善
の
体
制
構
築
を
推
進
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

○
こ
れ
ま
で
の
成
果
や
自
ら
の
強
み
等
を
生

か
し
て
、
授
業
研
究
・
改
善
の
さ
ら
な
る
充
実

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。

○
授
業
研
究
・
改
善
の
取
組
に
お
い
て
、
中

心
的
役
割
を
果
た
し
、
示
範
授
業
等
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
。

○
授
業
研
究
・
改
善
の
さ
ら
な
る
充
実
や
新

た
な
課
題
へ
の
対
応
等
に
取
り
組
み
、
理
想

の
授
業
を
追
求
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
豊
か
な
知
識
・
技
能
や
経
験
等
を
生
か
し

て
、
他
の
教
員
の
授
業
に
対
し
て
適
切
な
指

導
・
助
言
を
す
る
等
、
授
業
研
究
・
改
善
の

風
土
の
醸
成
に
努
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

指
導
計
画
（
Ｐ
ｌａ
ｎ
）

授
業
実
践
（
D
o
）
・
学
習
評
価
（
C
h
e
c
k
）

授
業
研
究
（
C
h
e
c
k
）
・
改
善
（
A
c
ti
o
n
）

授 業 実 践 力
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学
校
に
活
力
を
与
え
る
！

採
用
ス
テ
ー
ジ

(
１
年
目
)

担
当
校
務
を
し
っ
か
り
担
う
！

基
礎
ス
テ
ー
ジ

（
２
～
４
年
目
）

教
育
活
動
を
推
進
す
る
！

充
実
ス
テ
ー
ジ

（
５
～
９
年
目
）

中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
！

発
展
ス
テ
ー
ジ

（
1
0
～
1
7
年
目
）

全
校
的
な
視
点
か
ら
学
校
を
支
え
る
！

指
導
ス
テ
ー
ジ

（
1
8
年
目
以
降
）

○
学
校
保
健
安
全
法
等
を
理
解
し
、
児
童

生
徒
等
や
地
域
の
実
態
等
を
踏
ま
え
、
他
の

教
職
員
や
学
校
医
等
と
連
携
・
協
働
し
て
、

健
康
診
断
や
学
校
環
境
衛
生
管
理
等
の
取

組
を
適
正
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

○
保
健
主
事
等
と
連
携
・
協
働
し
て
、
救
急

体
制
を
整
備
し
、
専
門
性
を
生
か
し
て
、
適
切

な
救
急
処
置
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
児
童
生
徒
等
の
健
康
課
題
や
地
域
の
実

態
等
を
適
切
に
把
握
し
、
他
の
教
職
員
や
学

校
医
等
と
連
携
・
協
働
し
て
、
計
画
的
・
組
織

的
な
取
組
を
円
滑
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

○
保
健
主
事
等
と
連
携
・
協
働
し
て
、
他
の

教
職
員
の
救
急
処
置
等
に
関
す
る
資
質
能

力
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
保
健
管
理
に
関
す
る
知
識
・
技
能
等
を
充

実
さ
せ
、
創
意
工
夫
を
生
か
し
た
取
組
を
実

践
・
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
経
験
の
浅
い
教
職
員
に
積
極
的
に
関
わ
る

等
、
連
携
・
協
働
の
充
実
を
図
り
、
保
健
管
理

体
制
の
構
築
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
自
ら
の
強
み
等
を
生
か

し
て
、
学
校
全
体
の
状
況
や
地
域
の
実
態
等

を
踏
ま
え
た
効
果
的
な
保
健
管
理
の
取
組
を

推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
保
健
管
理
の
連
携
・
協
働
体
制
に
お
い

て
、
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
、
他
の
教
職
員

に
指
導
・
助
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
豊
か
な
知
識
・
技
能
や
経
験
等
を
生
か
し

て
、
全
校
的
な
視
点
か
ら
、
保
健
管
理
の
取

組
を
よ
り
効
果
的
・
効
率
的
に
推
進
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

○
保
健
管
理
に
お
け
る
学
校
の
連
携
・
協
働

体
制
を
支
え
、
他
の
教
職
員
に
適
切
な
指

導
・
助
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
現
代
的
な
健
康
課
題
や
学
習
指
導
要
領

等
を
理
解
し
、
他
の
教
職
員
等
と
連
携
・
協

働
し
て
、
各
教
科
や
総
合
的
な
学
習
の
時

間
、
特
別
活
動
等
の
各
時
間
に
お
け
る
保
健

教
育
の
取
組
を
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
沖
縄
県
の
施
策
や
児
童
生
徒
等
の
実
態

等
に
応
じ
て
、
各
教
科
や
総
合
的
な
学
習
の

時
間
、
特
別
活
動
等
の
各
時
間
の
特
色
を

生
か
し
た
計
画
的
・
組
織
的
な
保
健
教
育
の

取
組
を
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
新
た
な
教
材
や
教
具
及
び
ＩＣ
Ｔ
の
活
用

等
の
保
健
教
育
に
関
す
る
知
識
・
技
能
等
を

充
実
さ
せ
、
創
意
工
夫
を
生
か
し
た
保
健
教

育
の
取
組
を
実
践
・
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
こ
れ
ま
で
の
実
践
の
成
果
や
自
ら
の
強
み

等
を
生
か
し
て
、
学
校
全
体
の
状
況
や
地
域

の
実
態
等
を
踏
ま
え
た
効
果
的
な
保
健
教
育

の
取
組
を
推
進
し
、
他
の
教
職
員
に
指
導
・

助
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
豊
か
な
知
識
・
技
能
や
経
験
等
を
生
か
し

て
、
全
校
的
な
視
点
か
ら
、
保
健
教
育
の
取

組
を
よ
り
効
果
的
・
効
率
的
に
推
進
し
、
他
の

教
職
員
に
適
切
な
指
導
・
助
言
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

○
健
康
相
談
の
意
義
を
理
解
し
、
児
童
生
徒

等
の
心
の
健
康
問
題
と
身
体
症
状
等
に
関
す

る
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
等
を
身

に
付
け
て
い
る
。

○
養
護
教
諭
の
専
門
性
と
保
健
室
の
機
能

を
生
か
し
た
健
康
相
談
を
実
践
し
、
他
の
教
職

員
や
保
護
者
、
関
係
機
関
等
と
連
携
し
て
課

題
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。

○
児
童
生
徒
等
の
現
代
的
な
健
康
課
題
等

に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
、
常
に
新
た
な
知

識
・
技
能
等
を
習
得
し
、
そ
れ
ら
を
生
か
し
て
、

計
画
的
・
組
織
的
な
健
康
相
談
を
実
践
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

○
他
の
教
職
員
や
保
護
者
、
関
係
機
関
等

と
効
果
的
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
課
題
解
決
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。

○
健
康
相
談
に
関
す
る
知
識
・
技
能
等
を
充

実
さ
せ
、
創
意
工
夫
を
生
か
し
て
、
児
童
生
徒

等
の
心
身
の
悩
み
等
に
適
切
に
対
応
す
る
健

康
相
談
を
実
践
・
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
経
験
の
浅
い
教
職
員
に
積
極
的
に
関
わ
る

等
、
健
康
相
談
に
お
け
る
連
携
・
協
働
体
制

の
構
築
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
自
ら
の
強
み
等
を
生
か

し
て
、
学
校
全
体
の
状
況
や
地
域
の
実
態
等

を
踏
ま
え
た
健
康
相
談
の
取
組
を
効
果
的
に

推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
健
康
相
談
の
連
携
・
協
働
体
制
に
お
い

て
、
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
、
他
の
教
職
員

に
指
導
・
助
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
豊
か
な
知
識
・
技
能
や
経
験
等
を
生
か
し

て
、
全
校
的
な
視
点
か
ら
、
健
康
相
談
の
取

組
を
よ
り
効
果
的
・
効
率
的
に
推
進
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

○
健
康
相
談
に
お
け
る
学
校
の
連
携
・
協
働

体
制
を
支
え
、
他
の
教
職
員
に
適
切
な
指

導
・
助
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
保
健
室
の
役
割
や
機
能
等
を
理
解
し
、
児

童
生
徒
等
や
学
校
の
実
態
等
を
踏
ま
え
た
保

健
室
経
営
計
画
を
も
と
に
保
健
室
経
営
を
実

践
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
法
令
や
通
知
等
に
基
づ
い
て
保
健
室
の

設
備
や
備
品
等
を
適
正
に
管
理
し
、
適
切
な

環
境
整
備
に
努
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
学
校
保
健
の
セ
ン
タ
ー
的
役
割
が
果
た
さ

れ
る
よ
う
、
保
健
室
経
営
計
画
や
保
健
室
の

機
能
等
に
つ
い
て
、
児
童
生
徒
等
や
教
職
員

等
に
周
知
を
図
り
、
計
画
的
・
組
織
的
な
保

健
室
経
営
を
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
保
健
室
経
営
に
関
す
る
知
識
・
技
能
等
を

充
実
さ
せ
、
創
意
工
夫
を
生
か
し
て
、
学
校
保

健
活
動
の
セ
ン
タ
ー
的
機
能
の
充
実
を
図
る

保
健
室
経
営
を
実
践
・
推
進
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

○
こ
れ
ま
で
の
実
践
の
成
果
や
自
ら
の
強
み

等
を
生
か
し
て
、
学
校
保
健
活
動
の
セ
ン
タ
ー

的
機
能
が
効
果
的
に
発
揮
さ
れ
る
保
健
室
経

営
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
豊
か
な
知
識
・
技
能
や
経
験
等
を
生
か
し

て
、
全
校
的
な
視
点
か
ら
、
学
校
保
健
活
動

の
セ
ン
タ
ー
的
機
能
が
よ
り
効
果
的
・
効
率
的

に
発
揮
さ
れ
る
保
健
室
経
営
を
推
進
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

○
学
校
保
健
委
員
会
や
児
童
生
徒
保
健
委

員
会
等
に
積
極
的
に
関
わ
り
、
専
門
性
を
生

か
し
た
適
切
な
指
導
・
助
言
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
○
保
健
主
事
や
学
校
医
等
と
連
携
・
協
働
し

て
、
学
校
保
健
計
画
や
学
校
安
全
計
画
の

策
定
等
に
参
画
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
他
の
教
職
員
や
保
護
者
、
関
係
機
関
等

の
連
携
・
協
働
体
制
に
お
い
て
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
役
割
を
担
い
、
保
健
組
織
活
動

の
活
性
化
に
努
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
保
健
組
織
活
動
に
関
す
る
知
識
・
技
能
等

を
充
実
さ
せ
、
創
意
工
夫
を
生
か
し
て
、
他
の

教
職
員
や
保
護
者
、
関
係
機
関
等
の
連
携
・

協
働
体
制
の
構
築
を
推
進
し
、
保
健
組
織
活

動
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
自
ら
の
強
み
等
を
生
か

し
て
、
保
健
組
織
活
動
に
お
け
る
中
心
的
な

役
割
を
果
た
し
、
学
校
全
体
の
状
況
や
地
域

の
実
態
等
を
踏
ま
え
た
効
果
的
な
保
健
組
織

活
動
の
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
豊
か
な
知
識
・
技
能
や
経
験
等
を
生
か
し

て
、
全
校
的
な
視
点
か
ら
、
保
健
組
織
活
動

を
よ
り
効
果
的
・
効
率
的
に
推
進
し
、
他
の
教

職
員
に
適
切
な
指
導
・
助
言
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

学 校 保 健 実 践 力 （ 養 護 教 諭 ）

保
健
管
理

保
健
教
育

健
康
相
談

保
健
室
経
営

保
健
組
織
活
動
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学
校
に
活
力
を
与
え
る
！

採
用
ス
テ
ー
ジ

(
１
年
目
)

担
当
校
務
を
し
っ
か
り
担
う
！

基
礎
ス
テ
ー
ジ

（
２
～
４
年
目
）

教
育
活
動
を
推
進
す
る
！

充
実
ス
テ
ー
ジ

（
５
～
９
年
目
）

中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
！

発
展
ス
テ
ー
ジ

（
1
0
～
1
7
年
目
）

全
校
的
な
視
点
か
ら
学
校
を
支
え
る
！

指
導
ス
テ
ー
ジ

（
1
8
年
目
以
降
）

○
学
校
に
お
け
る
食
育
の
意
義
や
栄
養
教
諭

の
職
務
等
を
理
解
し
、
専
門
性
を
生
か
し
て
、

児
童
生
徒
等
の
食
生
活
や
地
域
の
実
態
等

を
踏
ま
え
た
取
組
を
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
学
習
指
導
要
領
や
県
の
施
策
等
を
理
解

し
、
他
の
教
職
員
や
保
護
者
等
と
連
携
・
協

働
し
て
、
学
校
給
食
を
生
き
た
教
材
と
し
て
活

用
す
る
取
組
を
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
各
学
校
に
お
け
る
食
に
関
す
る
指
導
の
全

体
計
画
等
の
策
定
に
積
極
的
に
参
画
し
、
専

門
性
を
生
か
し
て
、
指
導
・
助
言
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

○
児
童
生
徒
等
の
食
生
活
や
地
域
の
実
態

等
を
適
切
に
把
握
し
、
他
の
教
職
員
と
連
携
・

協
働
し
て
、
給
食
の
時
間
や
特
別
活
動
等
の

各
時
間
の
特
色
を
生
か
し
た
計
画
的
・
組
織

的
な
取
組
を
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
他
の
教
職
員
や
保
護
者
等
に
対
し
、
食
育

に
関
す
る
動
向
や
取
組
事
例
等
の
情
報
を
積

極
的
に
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
各
学
校
や
地
域
の
連
携
・
協
働
体
制
に
お

い
て
、
食
に
関
す
る
指
導
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
担
い
、
取
組
の
活
性
化

に
努
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
新
た
な
教
材
や
教
具
及
び
ＩＣ
Ｔ
の
活
用

等
の
指
導
実
践
に
関
す
る
知
識
・
技
能
等
を

充
実
さ
せ
、
創
意
工
夫
を
生
か
し
て
、
学
校
給

食
の
教
育
的
機
能
を
引
き
出
し
、
児
童
生
徒

等
の
食
に
関
す
る
課
題
等
に
適
切
に
対
応
し

た
取
組
を
実
践
・
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
食
育
に
関
す
る
教
職
員
の
資
質
能
力
の

向
上
を
図
る
取
組
や
保
護
者
に
対
す
る
啓
発

活
動
等
を
積
極
的
に
展
開
し
、
各
学
校
や
地

域
の
連
携
・
協
働
体
制
の
構
築
を
推
進
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

○
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
自
ら
の
強
み
等
を
生
か

し
て
、
学
校
給
食
の
教
育
的
機
能
を
十
分
に

引
き
出
し
、
学
校
全
体
の
状
況
や
地
域
の
実

態
等
を
踏
ま
え
た
食
に
関
す
る
指
導
の
効
果

的
な
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
各
学
校
や
地
域
の
食
に
関
す
る
指
導
の
連

携
・
協
働
体
制
に
お
い
て
、
中
心
的
な
役
割
を

果
た
し
、
他
の
教
職
員
や
保
護
者
等
に
指

導
・
助
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
豊
か
な
知
識
・
技
能
や
経
験
等
を
生
か
し

て
、
地
域
全
体
ま
た
は
全
校
的
な
視
点
か
ら
、

食
に
関
す
る
指
導
の
取
組
を
よ
り
効
果
的
・
効

率
的
に
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
各
学
校
や
地
域
に
お
け
る
食
に
関
す
る
指

導
の
連
携
・
協
働
体
制
を
支
え
、
他
の
教
職

員
や
保
護
者
等
に
適
切
な
指
導
・
助
言
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

○
学
校
給
食
実
施
基
準
や
学
校
給
食
衛
生

管
理
基
準
等
に
従
い
、
専
門
性
を
生
か
し
て
、

適
正
な
栄
養
管
理
や
衛
生
管
理
等
を
行
い
、

安
全
で
安
心
な
給
食
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
○
学
校
給
食
法
や
学
校
給
食
の
意
義
等
を

理
解
し
、
児
童
生
徒
等
や
地
域
の
実
態
等
を

踏
ま
え
、
生
き
た
教
材
と
し
て
活
用
で
き
る
学
校

給
食
の
献
立
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
食
中
毒
や
異
物
混
入
の
発
生
時
等
に
お

け
る
緊
急
対
応
体
制
等
を
整
備
し
、
緊
急
時

に
は
、
他
の
教
職
員
と
連
携
・
協
働
し
て
、
適

切
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
児
童
生
徒
等
の
食
生
活
や
地
域
の
実
態

等
を
適
切
に
把
握
し
、
計
画
的
に
地
場
産
物

を
活
用
し
た
り
、
地
域
の
郷
土
食
を
提
供
す
る

等
、
年
間
を
通
し
て
生
き
た
教
材
と
し
て
活
用
さ

れ
る
献
立
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
献
立
の
趣
旨
や
地
場
産
物
の
活
用
等
に

つ
い
て
、
給
食
だ
よ
り
等
を
利
用
し
て
、
児
童

生
徒
等
や
教
職
員
、
保
護
者
等
に
情
報
提

供
す
る
等
、
学
校
給
食
が
生
き
た
教
材
と
し
て

活
用
さ
れ
る
取
組
の
活
性
化
に
努
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

○
給
食
管
理
に
関
す
る
新
た
な
知
識
や
技
能

等
を
充
実
さ
せ
、
創
意
工
夫
を
生
か
し
て
、
児

童
生
徒
等
や
地
域
の
実
態
等
に
よ
り
適
切
に

対
応
し
た
給
食
管
理
の
取
組
を
実
践
・
推
進

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
生
き
た
教
材
と
し
て
活
用
で
き
る
学
校
給
食

の
献
立
を
充
実
さ
せ
る
と
共
に
食
に
関
す
る
指

導
で
得
ら
れ
た
情
報
を
給
食
管
理
に
反
映
さ

せ
る
等
、
食
に
関
す
る
指
導
と
給
食
管
理
を
一

体
の
も
の
と
し
て
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
こ
れ
ま
で
の
実
践
の
成
果
や
自
ら
の
強
み

等
を
生
か
し
て
、
学
校
全
体
の
状
況
や
地
域

の
実
態
等
を
踏
ま
え
、
よ
り
安
全
で
安
心
で
き
る

給
食
管
理
の
効
果
的
な
取
組
を
推
進
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

○
各
学
校
や
地
域
等
に
お
け
る
給
食
管
理
の

連
携
・
協
働
体
制
に
お
い
て
、
中
心
的
役
割

を
果
た
し
、
専
門
性
を
生
か
し
て
、
他
の
教
職

員
や
保
護
者
等
に
指
導
・
助
言
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

○
豊
か
な
知
識
・
技
能
や
経
験
等
を
生
か
し

て
、
地
域
全
体
ま
た
は
全
校
的
な
視
点
か
ら
、

安
全
で
安
心
で
き
る
給
食
管
理
の
取
組
を
よ
り

効
果
的
・
効
率
的
に
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
各
学
校
や
地
域
等
に
お
け
る
給
食
管
理
の

連
携
・
協
働
体
制
を
支
え
、
専
門
性
を
生
か
し

て
、
他
の
教
職
員
や
保
護
者
等
に
適
切
な
指

導
・
助
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

食 育 推 進 力 （ 栄 養 教 諭 ）

食
に
関
す
る
指
導

給
食
管
理
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学
校
に
活
力
を
与
え
る
！

採
用
ス
テ
ー
ジ

(
１
年
目
)

担
当
校
務
を
し
っ
か
り
担
う
！

基
礎
ス
テ
ー
ジ

（
２
～
４
年
目
）

教
育
活
動
を
推
進
す
る
！

充
実
ス
テ
ー
ジ

（
５
～
９
年
目
）

中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
！

発
展
ス
テ
ー
ジ

（
1
0
～
1
7
年
目
）

全
校
的
な
視
点
か
ら
学
校
を
支
え
る
！

指
導
ス
テ
ー
ジ

（
1
8
年
目
以
降
）

○
沖
縄
県
の
教
員
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、

チ
ー
ム
と
し
て
の
学
校
の
一
員
と
し
て
、
他
の

教
職
員
に
積
極
的
に
指
導
・
助
言
を
求
め
な

が
ら
、
連
携
・
協
働
体
制
の
も
と
で
、
担
当
す

る
校
務
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。

○
保
護
者
と
適
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
り
、
信
頼
関
係
を
築
くこ
と
が
で
き
る
。

○
チ
ー
ム
と
し
て
の
学
校
の
一
員
と
し
て
、
他

の
教
職
員
と
連
携
・
協
働
し
な
が
ら
、
担
当
す

る
校
務
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
。

○
学
校
と
地
域
や
関
係
機
関
等
と
の
信
頼

関
係
の
構
築
に
努
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
経
験
の
浅
い
教
職
員
に
積
極
的
に
関
わ

る
等
、
同
僚
性
の
向
上
や
連
携
・
協
働
の
充

実
を
図
り
、
連
携
・
協
働
体
制
の
構
築
を
推

進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
学
校
と
保
護
者
や
地
域
、
関
係
機
関
等

と
の
連
携
・
協
働
体
制
の
構
築
を
推
進
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

○
学
年
や
分
掌
等
の
連
携
・
協
働
体
制
に

お
い
て
、
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
、
他
の
教

職
員
に
指
導
・
助
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
学
校
と
保
護
者
や
地
域
、
関
係
機
関
等

と
の
連
携
・
協
働
体
制
に
お
い
て
中
心
的
役

割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
。

○
全
校
的
な
視
点
か
ら
、
チ
ー
ム
と
し
て
の
学

校
の
連
携
・
協
働
体
制
を
支
え
、
他
の
教
職

員
を
適
切
に
支
援
・
育
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
全
校
的
な
視
点
か
ら
、
学
校
と
保
護
者
や

地
域
、
関
係
機
関
等
と
の
連
携
・
協
働
体
制

を
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
学
級
活
動
等
に
お
け
る
児
童
生
徒
等
の

活
動
に
つ
い
て
常
に
安
全
を
確
保
し
、
事
故

等
の
未
然
防
止
に
努
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
の
緊
急
対
応

体
制
を
把
握
し
、
発
生
時
に
は
他
の
教
職
員

と
連
携
・
協
働
体
制
の
も
と
で
、
適
切
に
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
安
全
・
危
機
管
理
体
制
に
お
け
る
自
ら
の

役
割
を
理
解
し
、
他
の
教
職
員
と
連
携
・
協

働
し
な
が
ら
、
そ
の
役
割
を
担
う
こ
と
が
で
き

る
。

○
危
険
箇
所
の
指
摘
や
事
故
の
未
然
防
止

に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
提
案
す
る
等
、
安

全
・
危
機
管
理
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
で
き

る
。

○
学
年
や
分
掌
等
の
安
全
・
危
機
管
理
体

制
に
お
い
て
、
中
心
的
役
割
を
果
た
し
、
学
校

の
状
況
や
地
域
の
実
態
等
を
踏
ま
え
た
安

全
・
危
機
管
理
の
徹
底
を
図
る
こ
と
が
で
き

る
。

○
全
校
的
な
視
点
か
ら
、
学
校
の
安
全
・
危

機
管
理
体
制
を
支
え
、
効
果
的
な
体
制
整

備
や
安
全
・
危
機
管
理
の
徹
底
を
図
る
取
組

等
に
つ
い
て
、
他
の
教
職
員
に
適
切
な
指

導
・
助
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
他
の
教
職
員
に
積
極
的
に
指
導
・
助
言
を

求
め
な
が
ら
、
連
携
・
協
働
体
制
の
も
と
で
、

課
題
の
発
見
及
び
解
決
に
努
め
る
こ
と
が
で

き
る
。

○
担
当
す
る
校
務
に
つ
い
て
、
常
に
改
善
の

視
点
を
持
ち
、
課
題
の
発
見
及
び
解
決
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。

○
課
題
を
示
し
た
り
、
解
決
に
向
け
た
取
組
を

提
案
す
る
等
、
校
内
の
課
題
解
決
を
推
進
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

○
課
題
解
決
に
向
け
た
効
果
的
な
取
組
を

推
進
し
、
他
の
教
職
員
に
指
導
・
助
言
を
す
る

等
、
中
心
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
。

○
全
校
的
な
視
点
か
ら
、
課
題
解
決
に
向
け

た
よ
り
効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
を
支
え
、
他

の
教
職
員
に
適
切
な
指
導
・
助
言
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

○
計
画
的
に
作
業
に
取
り
組
み
、
正
確
な
処

理
及
び
期
限
を
守
る
等
の
適
切
な
管
理
に

努
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
正
確
な
処
理
及
び
期
限
を
守
る
等
の
適

切
な
管
理
を
行
う
と
共
に
、
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
視
点
か
ら
よ
り
効
率
的
な
事
務
処
理
に
努

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
他
の
教
職
員
の
事
務
処
理
等
に
も
配
慮

し
な
が
ら
、
自
ら
の
事
務
処
理
を
調
整
す
る

等
、
事
務
処
理
の
連
携
・
協
働
の
充
実
を
図

る
こ
と
が
で
き
る
。

○
校
内
の
事
務
処
理
体
制
や
処
理
内
容
等

に
つ
い
て
改
善
案
を
提
案
す
る
等
、
事
務
処

理
の
適
正
化
・
効
率
化
の
取
組
に
お
い
て
中

心
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
。

○
全
校
的
な
視
点
か
ら
、
よ
り
適
正
で
効
率

的
な
事
務
処
理
に
つ
い
て
、
他
の
教
職
員
に

適
切
な
指
導
・
助
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
必
要
な
情
報
を
適
切
に
収
集
し
、
そ
の
妥

当
性
や
信
頼
性
等
を
判
断
し
て
、
法
令
等
に

従
い
適
正
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
個
人
情
報
の
漏
え
い
等
の
防
止
を
図
り
、

規
定
等
に
従
っ
た
適
正
な
情
報
管
理
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
。

○
幅
広
い
情
報
収
集
に
努
め
、
収
集
・
活
用

し
て
い
る
情
報
を
他
の
教
職
員
と
積
極
的
に

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
個
人
情
報
の
取
扱
い
等
に
つ
い
て
、
他
の

教
職
員
と
情
報
共
有
を
図
り
、
情
報
管
理
の

徹
底
に
努
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
教
育
活
動
等
の
充
実
に
向
け
、
有
用
な

情
報
を
校
内
で
積
極
的
に
発
信
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

○
他
の
教
職
員
と
連
携
・
協
働
し
て
、
情
報

管
理
体
制
の
強
化
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

○
学
校
活
性
化
に
向
け
、
他
の
教
職
員
と

連
携
・
協
働
し
て
、
校
外
へ
の
情
報
発
信
を

推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
学
年
や
分
掌
等
の
情
報
管
理
体
制
に
お

い
て
、
中
心
的
役
割
を
果
た
し
、
適
正
な
情

報
管
理
に
つ
い
て
、
他
の
教
職
員
に
指
導
・

助
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
全
校
的
な
視
点
か
ら
、
学
校
の
情
報
管

理
体
制
を
支
え
、
効
果
的
な
体
制
整
備
や

情
報
管
理
の
徹
底
を
図
る
取
組
等
に
つ
い

て
、
他
の
教
職
員
に
適
切
な
指
導
・
助
言
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

学 校 運 営 力

連
携
・
協
働

安
全
・
危
機
管
理

課
題
解
決

事
務
処
理

情
報
活
用
・
管
理
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副校長・教頭 校 長

○学校運営全体の推進・調整役として、法令や国及び沖
縄県の施策等を踏まえ、児童生徒等や地域の実態等に
応じた適切な学校運営を支え、教職員一人一人の資質
能力の発揮及び保護者や地域等との適切な連携･協働に
より、学校経営目標の実現を推進することができる。

○学校の最高責任者として、法令や国及び沖縄県の施
策等を踏まえ、児童生徒等や地域の実態等に応じた適切
な学校経営目標を設定し、教職員一人一人の資質能力
の発揮及び保護者や地域等との適切な連携･協働により、
その目標を実現することができる。

○教育に関する確かな見識と強い信念を有し、的確な校
務の整理及び指示をすることができる。
○法令や国及び沖縄県の施策等に基づいた適正な判断
をすることができる。
○学校経営目標の実現に向け、教職員及び関係者と目
標を共有し、児童生徒等や地域の実態等に応じた適切な
学校運営を推進することができる。
○教職員のコンプライアンス意識の向上及び服務規律の
徹底を図る職場づくりの取組を推進することができる。
○管理職として、高い職業倫理を体現し、教育公務員とし
ての模範を他の教職員に示すことができる。

○教育に関する確かな見識と強い信念を有し、的確な判
断及び指示をすることができる。
○法令や国及び沖縄県の施策等に基づいた健全な学校
経営をすることができる。
○児童生徒等や地域の実態等に応じた適切な学校経営
目標を設定し、その実現に向け、教職員及び関係者と目
標を共有することができる。
○教職員のコンプライアンス意識の向上及び服務規律の
徹底を図る職場づくりを実現することができる。
○管理職として、高い職業倫理を体現し、管理職としての
模範を副校長・教頭等に示すことができる。

○社会に開かれた教育課程の理念のもと、児童生徒等
や地域の実態等に応じた適切なカリキュラム・マネジメントを
推進することができる。
○適切な役割分担等により効果的・効率的な教育活動を
推進することができる。
○教職員間の同僚性を高め、チームとしての学校の連携・
協働体制を支え、効果的･効率的な教育活動及び課題
解決を推進することができる。
○充実した教育環境の整備に向け、適切な予算管理や
学校内外の教育資源の活用等を推進することができる。
○教職員一人一人の資質能力が発揮されるよう、効果
的・効率的な学校運営の実現に向け、業務改善の取組を
推進することができる。

○社会に開かれた教育課程の理念のもと、児童生徒等
や地域の実態等に応じた適切なカリキュラム・マネジメントを
実現することができる。
○適切な校務分掌の編成等により効果的・効率的な教
育活動を実現することができる。
○教職員間の同僚性を高め、チームとしての学校の連携・
協働体制を構築し、効果的･効率的な教育活動及び課題
解決を実現することができる。
○適切な予算管理や学校内外の教育資源の活用等によ
り、充実した教育環境を整備することができる。
○教職員一人一人の資質能力が発揮されるよう、業務
改善の取組を推進させ、効果的・効率的な学校運営を実
現することができる。

○教職員は学校で育つという考えのもと、その資質能力の
向上を図る取組を推進し、一人一人に適切な指導・助言
をすることができる。
○適切な役割分担や教職員評価システムの公正・公平
な実施等を通して、教職員一人一人の意欲や資質能力
の向上を図ることができる。

○教職員は学校で育つという考えのもと、その資質能力の
向上を図る連携・協働体制を構築し、一人一人が主体的
に取り組む風土を醸成することができる。
○適切な校務分掌の編成や教職員評価システムの公
正・公平な実施等を通して、教職員一人一人の意欲や資
質能力の向上を図ることができる。

○学校内外の情報収集及び学校外への情報発信を推
進し、保護者や地域の学校に対する期待や要望、教育活
動の成果と課題等を適切に把握することができる。
○学校評価や学校評議員制度等を活用して、地域に開
かれた信頼される学校づくりを推進することができる。
○教育活動の充実や課題解決等に向け、地域の優位性
や外部の人的・物的資源等の有効活用を推進することが
できる。

○保護者や地域の学校に対する期待や要望、教育活動
の成果と課題等を適切に把握し、学校経営目標の設定
や地域との適切な連携・協働に生かすことができる。
○学校評価や学校評議員制度等を活用して、地域に開
かれた信頼される学校づくりを実現することができる。
○教育活動の充実や課題解決等に向け、地域の優位性
や外部の人的・物的資源等を有効に活用するための連
携・協働体制を構築することができる。

○安全･安心な学校づくりの実現に向け、教職員及び児
童生徒等の安全・危機管理に対する意識の向上を図る取
組を推進することができる。
○安全･安心な学習環境の整備を図り、安全・危機管理
体制の充実や施設・設備の適正な管理等を推進すること
ができる。
○緊急事態の発生時に的確な対応が図られるよう、校内
の緊急対応体制及び地域や関係機関等との連携・協働
体制の構築を推進することができる。

○教職員及び児童生徒等の安全・危機管理に対する意
識の向上を図り、安全･安心な学校づくりを実現することが
できる。
○安全・危機管理体制の充実や施設・設備の適正な管
理等により、安全･安心な学習環境を整備することができ
る。
○緊急事態の発生時に的確な対応が図られるよう、校内
の緊急対応体制及び地域や関係機関等との連携・協働
体制を構築することができる。

危
機
管
理
力

沖縄県公立学校教員等育成指標＜校長及び副校長・教頭＞

ス
テ
ー

ジ
像

経
営
基
盤
力

教
育
推
進
力

人
材
育
成
力

連
携
・
協
働
力
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Ⅰ 中堅教諭等資質向上研修とは

平成２８年１１月２８日、第192回国会において、「教育公務員特例法等の一部を改正

する法律案」が成立、公布され、平成２９年４月１日から施行された。

この改正は、平成２７年１２月２１日の中央教育審議会「これからの学校教育を担う教

員の資質能力の向上について」（答申）を踏まえ、１０年経験者研修を中堅教諭等資質向

上研修に改め、実施時期の弾力化を図るとともに、中堅教諭等としての職務を遂行する上

で必要とする資質の向上を図るための研修を実施することを義務づけるものである。

１ 改正の趣旨

学校教育関係職員の資質向上を図るため、公立の小学校等の校長及び教員の任命権者

に校長及び教員としての資質の向上に関する指標及びそれを踏まえた教員研修計画の策

定を義務付けるとともに、１０年経験者研修を改めた中堅教諭等資質向上研修を創設す

るほか、学校教育関係職員としての職務を行うに当たり、必要な資質に関する調査研究

等の業務を独立行政法人教員研修センターの業務に追加し、その名称を独立行政法人教

職員支援機構に改める等の措置を講ずるものである。

２ 教育公務員特例法の一部改正の概要（中堅教諭等資質向上研修関係）

(1) 中堅教諭等資質向上研修の実施義務

公立の小学校等の教諭等の任命権者は当該教諭等に対して、個々の能力、適性等

に応じて、公立の小学校等における教育に関し相当の経験を有し、その教育活動そ

の他の学校運営を円滑かつ効果的な実施において中核的な役割を果たすことが期待

される中堅教諭等としての職務を遂行する上で必要な事項に関する研修を実施しな

ければならないものとすること。（第２４条関係）

(2) 研修計画書の作成

任命権者は、中堅教諭等資質向上研修を実施するに当たり、中堅教諭等資質向上

研修を受ける者の能力、適性等について評価を行い、その結果に基づき、当該者ご

とに中堅教諭等資質向上研修に関する計画書を作成しなければならない。

（第２４条第２項）

３ 施行期日

この法律は、平成２９年４月１日から施行するものとすること。

（改正法附則第１条関係）

※この法律とは「教育公務員特例法等の一部を改正する法律」を示す。
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Ⅱ 公立小・中学校等中堅教諭等資質向上研修実施要項
平成30年１月31日 教育長決裁

一部改正 令和３年１月４日 教育長決裁

一部改正 令和５年１月20日 教育長決裁

１ 趣 旨

教育公務員特例法の一部を改正する法律（平成２８年法律第８７号）の施行に伴い、

公立小・中学校等における教育活動やその他の学校運営の実施において、中核的な役割

を果たすことが期待される中堅教諭等の資質の向上を図る。

２ 内 容

(1) 対象者

公立小・中学校(県立中学校を含む)の教職経験１０年目の教諭（以下「研修教員」

という。）とする。経験年数については別に定める。

(2) 研修方法・研修日数

① 校内での研修期間は２０日程度とする。

② 校外での研修は教育事務所、市町村教育委員会等で実施し、研修期間を１５日程

度とする。

(3) 研修内容・研修時期

① 校内での研修（課業期間中）

ア 共通研修…………… ２日程度

イ 教科指導等研修……１１日程度

ウ 生徒指導等研修…… ３日程度

エ 特定課題研究……… ４日程度

② 校外での研修（４月から夏季休業期間中）

ア 共通研修…………… ２日程度

イ 教科指導等研修…… ６日程度

ウ 生徒指導等研修…… ２日程度

エ 社会体験研修……… ３日程度

オ 選択研修…………… ２日程度

(4) 研修形態

研修の実施に当たっては、原則として「研修計画書」に基づき実施する。また、選

択研修については、個々の研修教員が必要に応じて選択し、受講する。

３ 能力・適性等の評価、研修計画書等の作成等

(1) 県教育委員会は教育事務所や市町村教育委員会において実施する中堅教諭等資質向

上研修の内容を踏まえつつ、研修教員の能力、適性等について評価を実施するための

評価規準を作成する。

(2) 校長は評価規準に基づいて、研修教員ごとに５月中旬までに「研修前評価」及び

「研修計画書」を作成し、市町村教育委員会に提出する。
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(3) 市町村教育委員会は校長から提出された「研修前評価」及び「研修計画書」につい

て、学校と必要な調整を行い決定する。決定後、「研修前評価」及び「研修計画書」

を教育事務所に提出する。

(4) 校長は、研修教員に研修計画書に基づき研修を受けられるよう職務上の命令を発す

る。

(5) 校長は、研修修了時に、各研修教員ごとに「研修後評価」を作成し、市町村教育委

員会に提出する。

(6) 市町村教育委員会は校長から提出された「研修後評価」に基づき評価を行い、決定

後、「研修後評価」を教育事務所に提出する。

４ 研修教員の校務分掌等

校長は、授業等に支障が無く、また研修時間を十分に確保できるよう、校務分掌にお

いて配慮する。

５ 経験年数について

経験年数の計算方法は下記のとおりとする。

(1) 在職期間は、国立、公立又は私立の学校の教諭等として在職した期間（臨時的に任

用された期間を除く）を通算した期間

(2) 指導主事、社会教育主事等、他教育委員会において、学校教育又は社会教育に関す

る事務に関する期間があるときは、その期間は当該在職期間に通算するものとする。

(3) 在職期間のうちに次に掲げる期間が引き続き１年以上ある時は、その期間の年数

（１年未満の端数があるときは、これを切り捨てた年数）を当該在職期間から除算

する。

① 国家公務員法又は地方公務員法の規定による休職又は停職により現実に職務を執

ることを要しない期間

② 国家公務員法又は地方公務員法の規定により職員団体の役員として専ら従事した

期間

③ 国家公務員法の育児休業等に関する法律又は地方公務員法の育児休業等に関する

法律の規定により育児休業をした期間

④ 私立の学校の教諭等として在職した期間について、①又は③の期間に準ずるもの

として任命権者が認める期間

⑤ その他在職期間から除算すべき期間として文部科学大臣が定める期間

例１：負傷または疾病による療養のため休暇を取得した期間

例２：国外勤務を命じられた配偶者に随伴するため休暇を取得した期間

(4) 留意事項

上記(3)に掲げる期間以外は、教諭等として、その職務に従事することを要しない

期間であっても、中堅教諭等資質向上研修に係る在職期間に含まれる。

例１：教育公務員特例法第２６条第１項の規定により大学院修学休業をした期間

例２：国際機関等に派遣される法律により、派遣された期間

例３：公益法人等の派遣等に関する法律により、派遣された期間
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６ 免除について

中堅教諭等資質向上研修対象年度に新教育大学院生派遣要綱（昭和58年５月13日教育

長決裁）に基づき兵庫教育大学院、上越教育大学院、鳴門教育大学院へ派遣される者、

琉球大学大学院教育学研究科院生派遣要綱（平成元年12月25日教育長決裁）に基づき国

立大学法人琉球大学教職大学院へ派遣される者、大学院修学休業に関する実施要綱に基

づき国立大学法人琉球大学教職大学院、県外教職大学院においてその課程を履修する者

については、当該年度の中堅教諭等資質向上研修を受講したものとみなすことができる。

７ 附則

この要項は、令和５年４月１日から施行する。
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Ⅲ 中堅教諭等資質向上研修の概要

1 目 的

研修教員の教科等指導、生徒指導等に関する中堅教諭等の資質の向上を図る。

２ 概 要

研 修 の 計 画
研修前評価の作成（５月）

〇 校長は、評価規準に基づき、研修教員の能力、適性等について評価を行い、研修

前評価を作成し、市町村教育委員会に提出する。

〇 市町村教育委員会は、学校と必要な調整を行い、研修教員ごとに研修前評価を教

育事務所へ提出する。

研修計画書の作成（５月）

〇 校長は研修前評価を踏まえ、研修計画書を作成し、市町村教育委員会に提出する。

〇 市町村教育委員会は、研修前評価に基づき、学校と必要な調整を行ったあと、研

修教員ごとに研修計画書を教育事務所へ提出する。

研 修 の 実 施
校内における研修

〇 日数：20日程度

〇 場所：主として学校内

○ 指導助言：校長、副校長、教頭、教務主任、指導力に優れた教員等

○ 内容：共通研修、研究授業、教材研究、事例研究、特定課題研究等

校外における研修

〇 日数：15日程度

〇 場所：教育事務所、市町村教育委員会

〇 講師：指導主事、指導力に優れた教員等

○ 内容：共通研修、模擬授業、教材研究、事例研究会等

研 修 の 評 価
研修記録簿等の点検（年度末）

○ 校長は研修記録簿等を点検の上、市町村教育委員会に提出する。

○ 市町村教育委員会は研修記録簿等を点検の上、教育事務所に提出する。

○ 教育事務所は、研修記録簿等を研修教員の今後の指導や研修に活用する。

研修後評価の作成（年度末）

○ 校長は、研修教員の研修後評価を市町村教育委員会に提出する。

○ 市町村教育委員会は、校長から提出された「研修後評価」に基づき評価を行い、

決定後、「研修後評価」を教育事務所に提出する。

○ 教育事務所は、評価結果を研修教員の今後の指導や研修に活用する。
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